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(57)【要約】
【課題】シートを交換する前後の両方で、シートを交換
する処理を実行することが可能な入力装置を提供する。
【解決手段】入力装置はタッチパッド２０７を備えてい
る。タッチパッド２０７の操作領域７６には、シート６
が配置される。シート６には、第一操作キー５が描かれ
ている。シート６は共通部５９を有する。共通部５９は
、交換キー５０の全てが複数のシート６間でそれぞれ同
じ位置に描かれた部位である。交換キー５０は、シート
６を交換するシート交換処理の開始から終了までに操作
される第一操作キー５である。入力装置のフラッシュメ
モリには、シートデータテーブルが記憶されている。交
換キー５０が操作されてシート交換処理が実行されると
、シートデータテーブルが使用されて操作領域７６に第
二操作キー７の配置位置が設定される。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　操作キーが描かれたシートであって、前記シートを交換するシート交換処理の開始から
終了までに操作される前記操作キーである交換キーの全てが複数の前記シート間でそれぞ
れ同じ位置に描かれた部位である共通部を含む前記シートが、交換可能に前面に配置され
る操作領域を有する操作部材と、
　前記シートの種類に応じた前記操作キーの配置位置に対応する前記操作領域上の位置で
ある操作位置と前記操作位置が操作された場合に実行される機能とが前記シートの種類ご
とに設定されたシート種類情報であって、前記交換キーに対応する前記操作位置が複数の
前記シート種類情報間で同じ位置に設定された前記シート種類情報を記憶する記憶手段と
、
　前記交換キーに対応する前記操作位置が操作され、前記シートを交換する指示が入力さ
れた場合に、前記記憶手段に記憶された交換後の前記シートに対応する前記シート種類情
報を使用して、前記操作キーに対応する前記操作位置を前記操作領域に設定する操作位置
設定手段と
を備えたことを特徴とする入力装置。
【請求項２】
　前記操作部材の前記操作領域に隣接して設けられた表示手段と、
　前記操作位置設定手段が前記操作位置を設定するときに使用した前記シート種類情報の
違いを識別可能に前記表示手段に表示する種類表示制御手段と
を備え、
　前記シートは、前記シートの種類の違いが識別可能に描かれた部位である種類記載部を
含み、前記表示手段に隣接して配置され、
　前記種類表示制御手段によって前記シート種類情報の違いが表示される前記表示手段上
の位置と前記種類記載部とが互いに隣接していることを特徴とする請求項１に記載の入力
装置。
【請求項３】
　前記種類記載部は、前記共通部にあって、前記共通部は前記表示手段に隣接して配置さ
れることを特徴とする請求項２に記載の入力装置。
【請求項４】
　前記操作領域には管理者用の操作キーである管理キーを含むシートである管理用シート
が配置可能であり、
　前記管理用シートの前記管理キーに対応する前記操作領域が操作された場合に、前記管
理用の設定情報の設定変更を受け付ける第一変更受付手段と、
　前記第一変更受付手段によって前記管理者用の設定情報の設定変更が受け付けられた場
合に、変更後の管理者用の設定情報を前記記憶手段に記憶する第一変更手段と
を備えたことを特徴とする請求項１から３の何れかに記載の入力装置。
【請求項５】
　前記操作領域には、管理者用の操作キーである機能変更キーを含むシートである管理用
シートが配置可能であり、
　前記管理用シートの前記機能変更キーに対応する前記操作領域が操作された場合に、前
記シート種類情報の前記機能の変更を受け付ける第二変更受付手段と、
　前記第二変更受付手段によって前記機能の変更が受け付けられた場合に、前記管理者用
シートについての前記シート種類情報とは異なる前記シート種類情報の前記機能を変更す
る第二変更手段と
を備えたことを特徴とする請求項１から３の何れかに記載の入力装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、操作キーが印刷されたシートを交換することが可能な入力装置に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　従来、操作キーが印刷されたシートを交換することが可能な入力装置が知られている。
例えば、特許文献１に記載のペン入力装置は、本体と蓋等を備えている。蓋の中央部には
開口部が設けられ、その開口部からタブレットの上面が露出している。タブレットは、一
対の透明電極シートの間にスペーサを介在させて構成されている。開口部に位置するタブ
レット上には、文字、記号等を入力するための各種のキー領域や各種のファンクションキ
ー領域が印刷形成された機能切替シートが配置される。開口部の周囲の蓋の部位には、複
数の孔が設けられ、タブレットが露出している。
【０００３】
　蓋の孔から露出するタブレットの面をペンで触れると、孔に該当するキー領域（入力モ
ード切替キー領域及びシート交換キー領域等）を操作することができる。例えば、ユーザ
は、シートを交換する場合、シート交換キー領域に該当する孔から露出するタブレットの
面をペンで押下する。シート交換キー領域が押下されると、シート交換制御が開始される
。そして、ＬＣＤ上に切替可能な機能切替シートの選択名が表示される。ユーザは、表示
された機能切替シートの選択名を選択する。このとき、ユーザは、機能切替シート上に設
けられたカーソルキー領域とＹＥＳキー領域とを操作して、交換する機能切替シートを確
定する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平９－３２５８４８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、前記従来のペン入力装置では、カーソルキー領域とＹＥＳキー領域との
位置は、機能切替シートの種類ごとに異なる。このため、例えば、シート交換制御が行わ
れている途中で機能切替シートが交換された場合、シート交換制御を正常に行えない場合
があった。
【０００６】
　本発明の目的は、シートを交換する前後の両方で、シートを交換する処理を実行するこ
とが可能な入力装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明係る入力装置は、操作キーが描かれたシートであって、前記シートを交換するシ
ート交換処理の開始から終了までに操作される前記操作キーである交換キーの全てが複数
の前記シート間でそれぞれ同じ位置に描かれた部位である共通部を含む前記シートが、交
換可能に前面に配置される操作領域を有する操作部材と、前記シートの種類に応じた前記
操作キーの配置位置に対応する前記操作領域上の位置である操作位置と前記操作位置が操
作された場合に実行される機能とが前記シートの種類ごとに設定されたシート種類情報で
あって、前記交換キーに対応する前記操作位置が複数の前記シート種類情報間で同じ位置
に設定された前記シート種類情報を記憶する記憶手段と、前記交換キーに対応する前記操
作位置が操作され、前記シートを交換する指示が入力された場合に、前記記憶手段に記憶
された交換後の前記シートに対応する前記シート種類情報を使用して、前記操作キーに対
応する前記操作位置を前記操作領域に設定する操作位置設定手段とを備えている。
【０００８】
　この場合、交換キーの全てが複数のシート間でそれぞれ同じ位置に描かれている。また
、交換キーに対応する操作位置が複数のシート種類情報間で同じ位置に設定されている。
このため、例えば、ユーザは、先にシートを交換した後に、交換キーに対応する操作位置
を操作して、入力装置に交換後のシート種類情報に基づく操作位置を操作領域に配置させ
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ることができる。また、ユーザは、シートを交換する前に、交換キーに対応する操作位置
を操作して、入力装置に交換後のシート種類情報に基づく操作位置を操作領域に配置させ
、その後にシートを交換することができる。このように、ユーザは、シートを交換する前
後の両方で、入力装置に交換後のシートに対応するシート種類情報に基づく操作位置を操
作領域に設定させることができる。すなわち、シートを交換する前後の両方で、シート交
換処理を実行することができる。
【０００９】
　前記入力装置は、前記操作部材の前記操作領域に隣接して設けられた表示手段と、前記
操作位置設定手段が前記操作位置を設定するときに使用した前記シート種類情報の違いを
識別可能に前記表示手段に表示する種類表示制御手段とを備え、前記シートは、前記シー
トの種類の違いが識別可能に描かれた部位である種類記載部を含み、前記表示手段に隣接
して配置され、前記種類表示制御手段によって前記シート種類情報の違いが表示される前
記表示手段上の位置と前記種類記載部とが互いに隣接してもよい。この場合、種類表示制
御手段によってシート種類情報の違いが表示される表示手段上の位置と種類記載部とが互
いに隣接しているので、ユーザは、操作位置設定手段が操作位置を設定するときに使用し
たシート種類情報と、シートの種類とを容易に比較することができる。また、ユーザは、
種類表示制御手段によってシート種類情報の違いが表示される表示手段上の位置と種類記
載部とを参照し、シート種類情報に対応したシートが操作領域に配置されているか否かを
容易に判断することができる。
【００１０】
　前記入力装置において、前記種類記載部は、前記共通部にあって、前記共通部は前記表
示手段に隣接して配置されてもよい。この場合、共通部が表示手段に隣接しているので、
ユーザは、表示手段を参照しながら共通部の操作キーの操作を容易に行うことができる。
よって、ユーザは、互いに隣接しているシート種類情報の違いが表示される表示手段上の
位置と種類記載部とを確認してシート種類情報に対応したシートが操作領域に配置されて
いるか否かを確認しながら、共通部の操作キーの操作を容易に行うことができる。
【００１１】
　前記入力装置において、前記操作領域には管理者用の操作キーである管理キーを含むシ
ートである管理用シートが配置可能であり、前記管理用シートの前記管理キーに対応する
前記操作領域が操作された場合に、前記管理用の設定情報の設定変更を受け付ける第一変
更受付手段と、前記第一変更受付手段によって前記管理者用の設定情報の設定変更が受け
付けられた場合に、変更後の管理者用の設定情報を前記記憶手段に記憶する第一変更手段
とを備えてもよい。この場合、ユーザは、管理者用のシートを使用して管理者用の設定情
報を変更することができる。
【００１２】
　前記入力装置において、前記操作領域には、管理者用の操作キーである機能変更キーを
含むシートである管理用シートが配置可能であり、前記管理用シートの前記機能変更キー
に対応する前記操作領域が操作された場合に、前記シート種類情報の前記機能の変更を受
け付ける第二変更受付手段と、前記第二変更受付手段によって前記機能の変更が受け付け
られた場合に、前記管理者用シートについての前記シート種類情報とは異なる前記シート
種類情報の前記機能を変更する第二変更手段とを備えてもよい。この場合、ユーザは、管
理者用のシートを使用して機能を変更する操作を行うことで、管理者用シートについての
シート種類情報とは異なるシート種類情報の機能を変更することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】入力装置１の斜視図である。
【図２】操作領域７６上に配置されたシート６１、第一状態７０１に設定された操作領域
７６、及びディスプレイ２１６の表示を示す図である。
【図３】操作領域７６上に配置されたシート６２、第二状態７０２に設定された操作領域
７６、及びディスプレイ２１６の表示を示す図である。
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【図４】操作領域７６上に配置されたシート６３、第三状態７０３に設定された操作領域
７６、及びディスプレイ２１６の表示を示す図である
【図５】シートデータテーブル９１のデータ構成図である。
【図６】シートデータテーブル９２のデータ構成図である。
【図７】シートデータテーブル９３のデータ構成図である。
【図８】入力装置１の電気的構成を示すブロック図である。
【図９】メイン処理のフローチャートである。
【図１０】シート交換処理のフローチャートである。
【図１１】第一具体例を説明するための状態遷移図である。
【図１２】第二具体例を説明するための状態遷移図である。
【図１３】設定切替処理のフローチャートである。
【図１４】数字キー７５１「１」の機能が変更されたシートデータテーブル９３のデータ
構成図である。
【図１５】操作領域７６上に配置された変形例に係るシート６４，６５，６６、及びディ
スプレイ２１６の表示を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明を具体化した実施形態について図面を参照して説明する。まず、図１を参
照して、入力装置１の構成について説明する。以下の説明では、シート６１，６２，６３
（図２～図４参照）について説明するが、シート６１，６２，６３を総称する場合、又は
いずれかを特定しない場合、「シート６」という。また、シートデータテーブル９１，９
２，９３（図５～図７参照）について説明するが、シートデータテーブル９１，９２，９
３を総称する場合、又はいずれかを特定しない場合「シートデータテーブル９」という。
【００１５】
　入力装置１は、キャラクタ（文字、数字、及び記号等）を印字する印字装置の機能を備
える。入力装置１の内部には、巻回されたテープ状の印字媒体４５が巻回されたテープロ
ール（図示外）が設置される。入力装置１が印字を実行する際には、該テープロールから
印字媒体４５が引き出されて、印字媒体４５に対して印字が行われる。そして、印字され
た印字媒体４５が切断され、外部に排出される。例えば、キャラクタ「Ａｐｐｌｅ　Ｐｉ
ｅ」が印字されると、図１に示す印刷済みの印字媒体４５１が作成される。
【００１６】
　入力装置１は、上面にタッチパッド２０７を備える。なお、タッチパッド２０７の下に
はディスプレイは設けられていない。タッチパッド２０７の上側には、シート６（図２～
図４参照）が交換可能に配置される。シート６はタッチパッド２０７の平面視の形状と同
じ形状に形成されている。また、タッチパッド２０７の周囲には、タッチパッド２０７よ
り上方に突出する壁部２１９が設けられている。シート６がタッチパッド２０７の上側に
配置される場合には、壁部２１９の内側に配置される。タッチパッド２０７の後方には、
ディスプレイ２１６が設けられている。すなわち、ディスプレイ２１６は、タッチパッド
２０７の操作領域７６（図２参照、後述）に隣接して設けられている。
【００１７】
　図２～図４を参照し、タッチパッド２０７の第二操作キー７及びシート６について説明
する。図２～図４の下側、上側、右側、左側を、シート６及びタッチパッド２０７の前側
、後側、右側、左側と定義して説明する。図２～図４のシート６１～６３は、タッチパッ
ド２０７の表面にシート６が配置された状態を示している。シート６には、種々の第一操
作キー５が印刷によって描かれている。タッチパッド２０７には、図２～図４の下側に示
すように、所定の範囲で複数の第二操作キー７が設定されている。第一操作キー５は、タ
ッチパッド２０７の第二操作キー７に対応して印刷によってシート６に描かれている。よ
り詳細には、第一操作キー５は、タッチパッド２０７の第二操作キー７の機能に対応する
模様が描かれたものである。ユーザは、シート６に描かれた第一操作キー５を押下するこ
とで、タッチパッド２０７に設定された第二操作キー７を操作することができる。
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【００１８】
　なお、入力装置１のフラッシュメモリ２０３には、シート６の種類毎にタッチパッド２
０７に配置する第二操作キー７の位置（以下、操作位置という。）が登録されたシートデ
ータテーブル９（図５～図７参照）及び後述する管理者用の設定情報等が記憶されている
。詳細は後述するが、ユーザは、シート６の共通部５９（後述）に含まれる第一操作キー
５を操作することで、対応する第二操作キー７を操作し、操作位置が登録されたシートデ
ータテーブル９を選択する。入力装置１のＣＰＵ２０１は、選択されたシートデータテー
ブル９を使用して、タッチパッド２０７に第二操作キー７の操作位置を設定する（図１０
のＳ３６、後述）。
【００１９】
　図２～図４に示すように、第一操作キー５は、カーソルキー５１、ＯＫキー５４、ＥＳ
Ｃキー５３、機能設定キー５２、及び個別キー５５を含む。カーソルキー５１、ＯＫキー
５４、ＥＳＣキー５３、及び機能設定キー５２は、共通部５９に描かれている。共通部５
９は、シート６の上部に設けられている。このため、共通部５９は、タッチパッド２０７
の後側に設けられたディスプレイ２１６に隣接している。共通部５９に描かれているカー
ソルキー５１、ＯＫキー５４、ＥＳＣキー５３、及び機能設定キー５２は、複数のシート
６１～６３の間で同じ位置に設定されている。
【００２０】
　カーソルキー５１は、カーソル９８（図１１（Ａ）参照）を移動させるキーである。カ
ーソルキー５１は、共通部５９の左右方向の中央部に設けられている。カーソルキー５１
は、上キー５１１、下キー５１２、右キー５１３、左キー５１４を含む。機能設定キー５
２は、共通部５９の左後部に設けられている。機能設定キー５２は、種々の機能を設定す
るためのキーである。ＥＳＣキー５３は、機能設定キー５２の下側に設けられている。Ｅ
ＳＣキー５３は、処理（例えば、図１０に示すシート交換処理）を途中で中止する場合に
操作されるキーである。ＯＫキー５４は、共通部５９の右前部に設けられている。ＯＫキ
ー５４は、印字の実行や、選択された機能の選択の決定操作等を行う場合に操作されるキ
ーである。
【００２１】
　詳細は後述するが、タッチパッド２０７上に配置されるシート６が交換される場合、共
通部５９に設けられているカーソルキー５１、ＯＫキー５４、ＥＳＣキー５３、及び機能
設定キー５２が操作され、タッチパッド２０７上の第二操作キー７の配置が変更される。
以下の説明では、シート６の交換時に操作されるカーソルキー５１、ＯＫキー５４、ＥＳ
Ｃキー５３、及び機能設定キー５２を交換キー５０という場合がある。交換キー５０は、
シートを交換するシート交換処理（図１０参照）の開始から終了までに操作される第一操
作キー５である。共通部５９は、交換キー５０の全てが複数のシート６１，６２，６３間
でそれぞれ同じ位置に描かれた部位である。
【００２２】
　共通部５９の右後部には、種類記載部４０が設けられている。種類記載部４０は、ディ
スプレイ２１６に隣接して配置されている。種類記載部４０は、シート６の種類の違いが
識別可能に描かれた部位である。種類記載部４０は、第一操作キー５には含まれない。こ
のため、タッチパッド２０７には、種類記載部４０に対応する第二操作キー７は設けられ
ていない（図２～図４参照）。シート６１（図２参照）の名称を「Ｂ　ｓｈｅｅｔ」とい
う。シート６１の種類記載部４０には、名称に対応するアルファベット「Ｂ」が描かれて
いる。シート６２（図３参照）の名称を「Ｃ　ｓｈｅｅｔ」という。シート６２の種類記
載部４０には、名称に対応するアルファベット「Ｃ」が描かれている。シート６４（図４
参照）の名称を「Ｄ　ｓｈｅｅｔ」という。シート６３の種類記載部４０には、名称に対
応するアルファベット「Ｄ」が描かれている。
【００２３】
　個別キー５５は、共通部５９の前側に設けられている。図２に示すように、シート６１
の場合、個別キー５５は、数字キー５５１、コンマキー５６１、ピリオドキー５６２、ス
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ペースキー５６３、管理キー５６４、及び虫眼鏡キー５６５を含む。数字キー５５１は、
数字「０」～「９」の１０個設けられている。数字キー５５１には、数字「０」～「９」
が描かれている。以下の説明では、例えば、数字「１」の数字キー５５１を特定する場合
、数字キー５５１「１」と記載する。
【００２４】
　図３に示すように、シート６２の場合、個別キー５５は、番号キー５５２を含む。番号
キー５５２は、番号「１」～「２８」に対応する２８個設けられている。番号キー５５２
には、番号「１」～「２８」が描かれている。以下の説明では、例えば、番号「１」の番
号キー５５２を特定する場合、番号キー５５２「１」と記載する。
【００２５】
　図４に示すように、シート６３の場合、個別キー５５は、シート６１の個別キー５５と
同様の数字キー５５１、コンマキー５６１、ピリオドキー５６２、スペースキー５６３、
及び虫眼鏡キー５６５を含む。但し、管理キー５６４（図２参照）は設けられていない。
シート６１は、管理者用のシートであり、シート６３は、管理者以外のユーザが使用する
シートである。詳細は後述するが、管理者用のシート６１の管理キー５６４が操作されて
、所定の操作がなされると、シート６３の個別キー５５の機能の変更、及び入力装置１を
操作するためのパスワードの変更等を行うことができる。しかし、管理者用でないシート
６３では、管理キー５６４が使用できないので、個別キー５５の機能の変更、及びパスワ
ードの変更等を行うことができない。
【００２６】
　タッチパッド２０７の操作領域７６に設定される第二操作キー７について説明する。操
作領域７６は、タッチパッド２０７の表面全体に設定されている。以下の説明では、シー
ト６１の第一操作キー５の配置位置に対応する操作領域７６上の位置（操作位置）に第二
操作キー７が設定された状態を第一状態７０１という（図２参照）。また、シート６２の
第一操作キー５の配置位置に対応する操作位置に第二操作キー７が設定された状態を第二
状態７０２という（図３参照）。また、シート６３の第一操作キー５の配置位置に対応す
る操作位置に第二操作キー７が設定された状態を第三状態７０３という（図４参照）。第
一、第二、第三状態７０１，７０２，７０３は、それぞれ、後述するシートデータテーブ
ル９１，９２，９３（図５～図７参照）に登録されている操作位置に第二操作キー７が配
置された状態である。
【００２７】
　図２～図４に示すように、第一、第二、第三状態７０１，７０２，７０３では、シート
６１，６２，６３の共通部５９のカーソルキー５１、ＯＫキー５４、ＥＳＣキー５３、及
び機能設定キー５２に対応する第二操作キー７であるカーソルキー７１、ＯＫキー７４、
ＥＳＣキー７３、及び機能設定キー７２が配置されている。カーソルキー７１は、シート
６１，６２，６３の上キー５１１、下キー５１２、右キー５１３、左キー５１４に対応す
る第二操作キー７である上キー７１１、下キー７１２、右キー７１３、左キー７１４を含
む。以下の説明では、シート６の交換時に操作されるカーソルキー７１、ＯＫキー７４、
ＥＳＣキー７３、及び機能設定キー７２を交換キー７０という。
【００２８】
　図２に示すように、第一状態７０１では、シート６１の個別キー５５に対応する個別キ
ー７５が配置されている。第一状態７０１の個別キー７５は、シート６１の数字キー５５
１、コンマキー５６１、ピリオドキー５６２、スペースキー５６３、管理キー５６４、及
び虫眼鏡キー５６５に対応する数字キー７５１、コンマキー７６１、ピリオドキー７６２
、スペースキー７６３、管理キー７６４、及び虫眼鏡キー７６５を含む。以下の説明では
、例えば、数字「１」の数字キー７５１を特定する場合、数字キー７５１「１」と記載す
る。
【００２９】
　図３に示すように、第二状態７０２の個別キー７５は、シート６２の番号キー５５２に
対応する番号キー７５２を含む。以下の説明では、例えば、番号「１」の番号キー７５２
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を特定する場合、番号キー７５２「１」と記載する。図４に示すように、第三状態７０３
の個別キー７５は、第一状態７０１と同様の個別キー７５が配置されている。ただし、管
理キー７６４は配置されていない。
【００３０】
　操作領域７６の座標（Ｘ，Ｙ）について説明する。操作領域７６では、右方向がＸ軸の
＋方向（Ｘ方向）であるとし、下方向がＹ軸の＋方向（Ｙ方向）であるとする。図２～図
４に示すように、操作領域７６の左上の座標は原点（０，０）である。操作領域７６の右
下の座標は、（７０，１００）である。すなわち、操作領域７６は、（０，０）～（７０
，１００）の範囲である。
【００３１】
　図５～図７を参照し、シートデータテーブル９について説明する。シートデータテーブ
ル９は、シート６の種類に応じた第一操作キー５の配置位置に対応する操作領域７６上の
操作位置と、操作位置が操作される場合に実行される機能とが、シートの種類ごとに設定
されたデータテーブルである。シートデータテーブル９は、フラッシュメモリ２０３に記
憶されている。図５～図７に示すように、シートデータテーブル９には、第二操作キー７
の名称、操作位置、及び機能が対応付けられて記憶されている。第二操作キー７の名称は
、前述の第二操作キー７と同じである。操作位置は、第一操作キー５に対応する第二操作
キー７の座標に設定されている。シート６の交換時に操作される交換キー７０の操作位置
は、複数のシートデータテーブル９１～９３間で同じ位置に設定されている。
【００３２】
　機能は、各第二操作キー７が操作された場合に実行される機能である。例えば、シート
６１の数字キー５５１「１」に対応する数字キー７５１「１」が操作されると、数字「１
」がディスプレイ２１６に表示される。また、例えば、シート６２の番号キー５５２「２
」に対応する番号キー７５２「２」が操作されると、キャラクタ「Ａｐｐｌｅ　Ｐｉｅ」
が印字された印字媒体４５１（図１参照）が作成される。
【００３３】
　ディスプレイ２１６の表示について説明する。ディスプレイ２１６には種々の情報が表
示される。例えば、図１１（Ａ）に示すように、文字及びカーソル９８等が表示される。
また、ディスプレイ２１６には、種類表示部９７が設けられている。種類表示部９７は、
第二操作キー７の操作位置が設定される場合に使用されたシートデータテーブル９の違い
が識別可能に表示されるディスプレイ２１６上の位置である。種類表示部９７とシート６
の種類記載部４０とは互いに隣接している。操作領域７６がシート６１「Ｂ　ｓｈｅｅｔ
」に対応するシートデータテーブル９１（図５参照）が使用されて第一状態７０１に設定
されている場合、種類表示部９７にはアルファベット「Ｂ」が表示される（図２参照）。
操作領域７６がシート６２「Ｃ　ｓｈｅｅｔ」に対応するシートデータテーブル９２（図
６参照）が使用されて第二状態７０２に設定されている場合、種類表示部９７にはアルフ
ァベット「Ｃ」が表示される（図３参照）。操作領域７６がシート６３「Ｄ　ｓｈｅｅｔ
」に対応するシートデータテーブル９３（図７参照）が使用されて第三状態７０３に設定
されている場合、種類表示部９７にはアルファベット「Ｄ」が表示される（図４参照）。
このため、対応するシート６が操作領域７６上に配置された場合、図２～図４に示すよう
に、互いに隣接する種類表示部９７と種類記載部４０とに同じアルファベットが表示され
た状態となる。
【００３４】
　図８を参照して、入力装置１の電気的構成を説明する。入力装置１は、入力装置１の制
御を行うＣＰＵ２０１を備えている。ＣＰＵ２０１は、ＲＯＭ２０２、フラッシュメモリ
２０３、ＲＡＭ２０４、ＣＧＲＯＭ２０５、出力回路２１３、及び駆動回路２０９～２１
２に接続されている。
【００３５】
　ＲＯＭ２０２には、入力装置１のＣＰＵ２０１が実行する各種プログラム（例えば、図
９のメイン処理のプログラム等）が記憶されている。フラッシュメモリ２０３には、種々
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のデータ（例えば、シートデータテーブル９（図５～図７参照）等）が記憶される。ＲＡ
Ｍ２０４には、種々の一時データが記憶される。ＣＧＲＯＭ２０５には、種々のキャラク
タ（文字、数字、及び図形等）を印字媒体４５に印字するための印字用のドットパターン
データが記憶されている。
【００３６】
　駆動回路２１２は、タッチパッド２０７を駆動するための電子回路である。ユーザが、
タッチパッド２０７上に配置されるシート６に描かれた第一操作キー５を操作（押下）す
ると、ＣＰＵ２０１はタッチパッド２０７を介して操作された位置（座標）を検出する。
これによって、ＣＰＵ２０１は操作された第二操作キー７を特定する。駆動回路２０９は
、サーマルヘッド２１７を駆動するための電子回路である。ＣＰＵ２０１は、駆動回路２
０９を介して、サーマルヘッド２１７を制御し、印字媒体４５に印字を行うことができる
。駆動回路２１０は、入力装置１の内部で巻回された印字媒体４５を外部に搬送するため
のテープ送りモータ２１４を駆動するための電子回路である。駆動回路２１１は、印字済
みの印字媒体４５を切断する移動刃（図示外）を動作させるカッターモータ２１５を駆動
するための電子回路である。
【００３７】
　図９を参照して、本発明のメイン処理について説明する。入力装置１の電源がオンされ
ると、ＣＰＵ２０１は、ＲＯＭ２０２に記憶されているメイン処理のプログラムを読み出
し、メイン処理を実行する。本実施形態では、シート６１がタッチパッド２０７の操作位
置上に配置されている場合にメイン処理が開始されたとする。なお、操作領域７６には、
シート６１用の操作位置が設定されているとする。
【００３８】
　図９に示すように、まず、機能設定キー７２が操作されたか否かが判断される（Ｓ１１
）。機能設定キー７２が操作されていない場合（Ｓ１１：ＮＯ）、管理キー７６４が操作
されたか否かが判断される（Ｓ１２）。管理キー７６４が操作されていない場合（Ｓ１２
：ＮＯ）、機能設定キー７２及び管理キー７６４以外の第二操作キー７（以下、「他の第
二操作キー７」という。）が操作されたか否かが判断される（Ｓ１３）。他の第二操作キ
ー７が操作されていない場合（Ｓ１３：ＮＯ）、処理はＳ１１に戻る。
【００３９】
　機能設定キー７２が操作された場合（Ｓ１１：ＮＯ）、例えば「シート６の交換」、「
印刷濃度」、「印刷の向き」等の設定可能な機能の一覧がディスプレイ２１６に表示され
る（Ｓ１４）。次いで、Ｓ１４で表示された機能の一覧から、ユーザが設定しようとする
機能が選択されたか否かが判断される（Ｓ１５）。機能が選択されていない場合（Ｓ１５
：ＮＯ）、Ｓ１５の処理が繰り返される。ユーザが機能を選択する場合、カーソルキー７
１が操作され、設定しようとする機能の上にカーソル９８（図１１（Ａ）のカーソル９８
と同様のカーソル）が移動される。そして、ＯＫキー７４を操作して、機能を選択（決定
）する。
【００４０】
　機能が選択された場合（Ｓ１５：ＹＥＳ）、Ｓ１５で選択された機能が「シート６の交
換」であるか否かが判断される（Ｓ１６）。「シート６の交換」が選択された場合（Ｓ１
６：ＹＥＳ）、シート交換処理が行われる（Ｓ１７）。シート交換処理を行う指示が入力
される場合、Ｓ１５で交換キー７０（カーソルキー７１及びＯＫキー７４等）が操作され
、シート６を交換する指示が入力されている。
【００４１】
　図１０を参照して、シート交換処理について説明する。シート交換処理は、シート６を
交換するために、操作領域７６に設定される第二操作キー７の操作位置を変更する処理で
ある。以下の説明では、第一具体例と第二具体例とに分けて説明する。第一具体例は、シ
ート６１をタッチパッド２０７に配置した状態で、操作領域７６を第一状態７０１（図２
参照）から第二状態７０２（図３参照）に変更する操作を行い、最後にシート６１をシー
ト６２に交換する例である（図１１参照）。また、第二具体例は、最初にシート６１をシ
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ート６２に交換した後に、操作領域７６を第一状態（図２参照）から第二状態（図３参照
）に変更する例である（図１２参照）。まず、第一具体例の場合について説明する。
【００４２】
　図１０に示すように、シート交換処理では、まず、設定可能なシート６の種類の一覧が
ディスプレイ２１６に表示される（Ｓ３１）。本実施形態では、シートデータテーブル９
１，９２，９３（図５～図７参照）の３つのシートデータテーブル９がフラッシュメモリ
２０３に記憶されているとする。この場合、シート６１「Ｂ　ｓｈｅｅｔ」、シート６２
「Ｃ　ｓｈｅｅｔ」、及びシート６３「Ｄ　ｓｈｅｅｔ」の３つが設定可能である。よっ
て、ディスプレイ２１６の表示が、図２の状態から、図１１（Ａ）に示す、「Ｂ　ｓｈｅ
ｅｔ」、「Ｃ　ｓｈｅｅｔ」、及び「Ｄ　ｓｈｅｅｔ」がディスプレイ２１６に表示され
た状態に変化する。このとき、カーソル９８は、現在の操作領域７６に設定されている第
一状態７０１に対応する「Ｂ　ｓｈｅｅｔ」に合わされている。
【００４３】
　次いで、上キー７１１又は下キー７１２が操作されたか否かが判断される（Ｓ３２）。
操作されていない場合（Ｓ３２：ＮＯ）、ＯＫキー７４が操作されたか否が判断される（
Ｓ３３）。ＯＫキー７４が操作されていない場合（Ｓ３３：ＮＯ）、ＥＳＣキー７４が操
作されたか否かが判断される（Ｓ３４）。ＥＳＣキー７４が操作されていない場合（Ｓ３
４：ＮＯ）、処理はＳ３２に戻る。
【００４４】
　上キー７１１又は下キー７１２が操作された場合（Ｓ３２：ＹＥＳ）、カーソル９８が
移動される（Ｓ３５）。例えば、図１１（Ａ）に示す状態で下キー７１２が操作された場
合（Ｓ３２：ＹＥＳ）、図１１（Ｂ）に示すようにカーソル９８が下方向に移動され、カ
ーソル９８が「Ｃ　ｓｈｅｅｔ」に合わされた状態になる（Ｓ３５）。次いで、処理はＳ
３２に戻る。
【００４５】
　ユーザは、シート６２「Ｃ　ｓｈｅｅｔ」に交換する場合、「Ｃ　ｓｈｅｅｔ」にカー
ソル９８を合わせた状態（図１１（Ｂ）参照）でＯＫキー７４を操作する。すなわち、シ
ート６１からシート６２に交換する指示を入力する。ＯＫキー７４が操作された場合（Ｓ
３３：ＹＥＳ）、第二操作キー７についての操作位置が操作領域７６に設定される（Ｓ３
６）。Ｓ３６では、フラッシュメモリ２０３に記憶されたシートデータテーブル９１，９
２，９３のうち、Ｓ３２、Ｓ３５、及びＳ３３で選択されたシート６２「Ｃ　ｓｈｅｅｔ
」に対応するシートデータテーブル９２（図７参照）が読み出される。そして、読み出さ
れたシートデータテーブル９２に登録されている第二操作キー７の操作位置が、操作領域
７６に設定される。これによって、図１１（Ｃ）に示すように、操作領域７６が第二状態
７０２に設定される。
【００４６】
　次いで、Ｓ３６で操作位置が設定されたときに使用されたシートデータテーブル９の違
いが識別可能にディスプレイ２１６の種類表示部９７に表示される（Ｓ３７）。第一具体
例では、Ｓ３６でシートデータテーブル９２が使用され、第二操作キー７の操作位置が操
作領域７６に設定されている。そして、シートデータテーブル９２は、シート６２「Ｂ　
ｓｈｅｅｔ」に対応するデータテーブルである。このため、図１１（Ｃ）に示すように、
ディスプレイ２１６の種類表示部９７には、「Ｃ」と表示される。このため、ユーザは、
操作領域７６がシートデータテーブル９２に対応する第二状態７０２に設定されたことを
確認できる。次いで、シート交換処理が終了され、処理はメイン処理（図９参照）のＳ１
１に戻る。
【００４７】
　ユーザがシート６１をシート６２に交換すると、図１１（Ｄ）に示すように、シート６
２の第一操作キー５と第二状態７０２の操作領域７６の第二操作キー７とが対応した状態
となる。このとき、隣接する種類表示部９７と種類記載部４０とには、共に「Ｃ」が表示
された状態となる。
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【００４８】
　なお、Ｓ３４（図１０参照）において、ＥＳＣキー７３が操作された場合（Ｓ３４：Ｙ
ＥＳ）、Ｓ３１で表示されたシート６１の種類の表示が消去される（Ｓ３８）。次いで、
処理はメイン処理（図９参照）に戻る。
【００４９】
　次に、第二具体例について説明する。前述したように、第二具体例は、最初にシート６
１をシート６２に交換した後に、操作領域７６を第一状態（図２参照）から第二状態（図
３参照）に変更する例である（図１２参照）。第二具体例では、図２に示すように、シー
ト６１が操作領域７６に配置され、操作領域７６がシートデータテーブル９１に対応した
第一状態７０１に設定されているとする。まず、ユーザがシート６１をシート６２に交換
すると、図１２（Ａ）に示すように、第一状態７０１の操作領域７６上にシート６２が配
置された状態となる。この場合、シート６２の個別キー５５と、操作領域７６の個別キー
７５とが対応していない状態である。しかし、共通部５９に対応する第一操作キー５（交
換キー５０）は、シート６１とシート６２とで同じである。このため、第一状態７０１と
第二状態７０２との間で、操作領域７６に設定された交換キー７０の位置が同じである。
よって、ユーザはシート６１，６２の共通部５９に対応する交換キー７０を操作すること
ができる。
【００５０】
　機能設定キー７２が操作された場合（Ｓ１１：ＹＥＳ）、設定可能な機能の一覧がディ
スプレイ２１６に表示される（Ｓ１４）。カーソルキー７１及びＯＫキー７４が操作され
、「シート６の交換」が選択されると（Ｓ１５：ＹＥＳ、及びＳ１６：ＹＥＳ）、シート
交換処理が実行される（Ｓ１７）。図１２（Ｂ）に示すように、「Ｂ　ｓｈｅｅｔ」、「
Ｃ　ｓｈｅｅｔ」、及び「Ｄ　ｓｈｅｅｔ」がディスプレイ２１６に表示される（Ｓ３１
）。このとき、カーソル９８は、操作領域７６に設定されている第一状態７０１に対応す
る「Ｂ　ｓｈｅｅｔ」に合わされている。
【００５１】
　次いで、例えば、図１２（Ｂ）に示す状態で下キー７１２が操作された場合（Ｓ３２：
ＹＥＳ）、図１２（Ｃ）に示すようにカーソル９８が下方向に移動され、カーソル９８が
「Ｃ　ｓｈｅｅｔ」に合わされた状態になる（Ｓ３５）。次いで、処理はＳ３２に戻る。
【００５２】
　ユーザは、「Ｃ　ｓｈｅｅｔ」にカーソル９８を合わせた状態（図１２（Ｃ）参照）で
ＯＫキー７４を操作する。すなわち、シート６を交換する指示を入力する。ＯＫキー７４
が操作された場合（Ｓ３３：ＹＥＳ）、第二操作キー７の操作位置が操作領域７６に設定
される（Ｓ３６）。これによって、図１２（Ｄ）に示すように、シートデータテーブル９
２が使用され、操作領域７６が第二状態７０２に設定される。
【００５３】
　次いで、Ｓ３６で操作位置が設定されたときに使用されたシートデータテーブル９の違
いが識別可能にディスプレイ２１６の種類表示部９７に表示される（Ｓ３７）。これによ
って、図１２（Ｄ）に示すように、ディスプレイ２１６の種類表示部９７が、シート６２
「Ｃ　ｓｈｅｅｔ」のシートデータテーブル９２に対応する「Ｃ」に変更される。次いで
、シート交換処理が終了され、処理はメイン処理（図９参照）のＳ１１に戻る。
【００５４】
　上記の第一具体例及び第二具体例のようにして、シート６が交換される。本実施形態で
は、交換キー５０の全てが複数のシート６１，６２，６３間でそれぞれ同じ位置に描かれ
ている。また、交換キー５０に対応する操作領域７６の交換キー５０の操作位置が、複数
のシートデータテーブル９１，９２，９３間で同じ位置に設定されている。第一具体例及
び第二具体例のように、ユーザは、シート６１をシート６２に交換する前後の両方で、入
力装置１のＣＰＵ２０１に、交換後のシート６２に対応するシートデータテーブル９２に
基づく第二操作キー７の操作位置を操作領域７６に設定させることができる（Ｓ３６）。
このように、シートを交換する前後の両方で、シート交換処理（図１０参照）を実行する
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ことができる。よって、ユーザの利便性が向上する。
【００５５】
　また、複数のシート６１，６２，６３の共通部５９には、交換キー５０が同じ位置で描
かれているので、ユーザは、種類の異なるシート６を使用した場合でも、交換キー５０を
使用して同じ操作を行って、ＣＰＵ２０１に第二操作キー７の操作位置を設定させること
ができる。このため、ユーザは、異なる種類のシート６使用した場合でも、交換キー５０
（交換キー７０）を使用して同じ操作を行って、ＣＰＵ２０１に操作位置を設定させるこ
とができる（図１０参照）。よって、シート６の種類が異なる場合でも、ユーザはスムー
ズにシート６を交換する操作を行うことができる。
【００５６】
　図９に示すように、「シート６の交換」が選択されていない場合（Ｓ１６：ＮＯ）、Ｓ
１５で選択された機能の設定操作に対応する処理が行われる（Ｓ１８）。例えば、「印刷
濃度」及び「印刷の向き」等が設定される。次いで、処理はＳ１１に戻る。
【００５７】
　以下の説明では、管理者が管理者用の設定情報の設定変更を行う場合について説明する
。図２に示すように、管理キー５６４が描かれた管理者用のシート６１が操作領域７６上
に配置されているとする。また、操作領域７６は第一状態７０１であるとする。
【００５８】
　図９に示すように、管理キー７６４が操作された場合（Ｓ１２：ＹＥＳ）、設定切替処
理が実行される（Ｓ１９）。図１３を参照して設定切替処理について説明する。設定切替
処理では、変更可能な管理者用の設定情報の一覧がディスプレイ２１６に表示される（Ｓ
４１）。これによって、入力装置１は、管理者用の設定情報の設定変更を受け付ける状態
になる。変更可能な管理者用の設定情報とは、例えば、「入力装置１を操作可能にするパ
スワード」、「個別キー７５の機能」等である。
【００５９】
　次いで、上キー７１１又は下キー７１２が操作されたか否かが判断される（Ｓ４２）。
上キー７１１と下キー７１２とが操作されていない場合（Ｓ４２：ＮＯ）、ＯＫキー７４
が操作されたか否かが判断される（Ｓ４３）。ＯＫキー７４が操作されていない場合（Ｓ
４３：ＮＯ）、ＥＳＣキー７３が操作されたか否かが判断される（Ｓ４４）。ＥＳＣキー
７３が操作されていない場合（Ｓ４４：ＮＯ）、処理はＳ４２に戻る。
【００６０】
　ユーザはＳ４１で表示される変更可能な管理者用の設定情報の一覧を参照し、上キー７
１１又は下キー７１２でカーソル９８を移動させ、変更可能な管理者用の設定情報のうち
の１つをＯＫキー７４で選択する。上キー７１１又は下キー７１２が操作された場合（Ｓ
４２：ＹＥＳ）、カーソル９８が移動される（Ｓ４５）。次いで、処理はＳ４２に戻る。
ＯＫキー７４が操作された場合（Ｓ４３：ＹＥＳ）、Ｓ４３の操作によって個別キー７５
の機能変更が選択されたか否かが判断される（Ｓ４６）。個別キー７５の機能変更が選択
された場合（Ｓ４６：ＹＥＳ）、ユーザによって機能を変更する個別キー７５が操作され
ることで、機能を変更する個別キー７５が選択されたか否かが判断される（Ｓ４７）。
【００６１】
　機能を変更する個別キー７５が選択されていない場合（Ｓ４７：ＮＯ）、Ｓ４７が繰り
返される。機能を変更する個別キー７５が選択された場合（Ｓ４７：ＹＥＳ）、変更する
機能の設定操作がされたか否かが判断される（Ｓ４８）。変更する機能の設定操作がされ
ない場合（Ｓ４８：ＮＯ）、Ｓ４８が繰り返される。
【００６２】
　例えば、Ｓ４７で、個別キー７５のうち、数字キー７５１「１」が操作されたとする（
Ｓ４７：ＹＥＳ）。シートデータテーブル９１（図５参照）には、数字キー７５１「１」
に対応付けて、数字「１」を表示する機能が対応付けられている。例えば、この機能を「
Ａｐｐｌｅ　Ｐｉｅ」を印字する機能に設定する設定操作が行われたとする。この設定操
作は、例えば、予めフラッシュメモリ２０３に記憶されている「Ａｐｐｌｅ　Ｐｉｅ」を
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印字する機能を含む各機能がディスプレイ２１６に一覧で表示され、カーソルキー７１と
ＯＫキー５４とで、「Ａｐｐｌｅ　Ｐｉｅ」を印字する機能が選択されることで行われる
。
【００６３】
　変更する機能の設定操作が行われた場合（Ｓ４８：ＹＥＳ）、Ｓ４７で選択された個別
キー７５の機能が、Ｓ４８で設定操作された機能に変更される（Ｓ４９）。これによって
、例えば、管理者用のシート６１についてのシートデータテーブル９１（図５参照）の数
字キー７５１の機能が数字「１」を表示する機能から、「Ａｐｐｌｅ　Ｐｉｅ」を印字す
る機能に変更される。
【００６４】
　次いで、管理者用のシート６１についてのシートデータテーブル９１とは異なるシート
データテーブル９３（図７参照）の機能が、Ｓ４８で設定操作された機能に変更される（
Ｓ５０）。これによって、例えば、シート６３についてのシートデータテーブル９３の数
字キー７５１「１」の機能が、「数字「１」を表示する機能」（図７参照）から、「「Ａ
ｐｐｌｅ　Ｐｉｅ」を印字する機能」に変更される（図１４参照）。次いで、設定切替処
理が終了され、処理はメイン処理（図９参照）のＳ１１に戻る。
【００６５】
　Ｓ４６において、個別キー７５の機能変更が選択されていない場合（Ｓ４６：ＮＯ）、
Ｓ４３で選択された変更可能な管理者用の設定情報について、新たな設定情報が取得され
たか否かが判断される（Ｓ５１）。新たな設定情報が取得されていない場合（Ｓ５１：Ｎ
Ｏ）、Ｓ５１が繰り返される。例えば、Ｓ４３で選択された変更可能な管理者用の設定情
報が「入力装置１を操作可能にするパスワード」である場合、ユーザは、数字キー７５１
を操作して数字を組み合わせた新たなパスワード（新たな設定情報）を入力し、ＯＫキー
７４を操作する。この場合、新たな設定情報が取得されたと判断され（Ｓ５１：ＹＥＳ）
、Ｓ４３で選択された変更可能な管理者用の設定情報が、Ｓ５１で取得された新たな設定
情報に変更され、変更後の管理者用の設定情報がフラッシュメモリ２０３に記憶される（
Ｓ５２）。これによって、例えば、変更後の管理者の設定情報のうちの「パスワード」が
、Ｓ５１で取得された新たなパスワードに変更される。次いで、設定切替処理が終了され
、処理はメイン処理（図９参照）のＳ１１に戻る。
【００６６】
　ＥＳＣキー７３が操作された場合（Ｓ４４：ＹＥＳ）、Ｓ４１で表示された変更可能な
管理者用の設定情報の一覧が消去される（Ｓ５３）。次いで、処理はメイン処理（図９参
照）に戻る。
【００６７】
　図９に示すように、他の第二操作キー７が操作された場合（Ｓ１３：ＹＥＳ）、操作さ
れた第二操作キー７に対応する処理が実行される（Ｓ２０）。例えば、数字キー７５１「
３」が操作された場合（Ｓ１３：ＹＥＳ）、数字「３」がディスプレイに表示される（Ｓ
２０）。
【００６８】
　以上のように、本実施形態における処理が実行される。本実施形態では、Ｓ３６で第二
操作キー７の操作位置が設定される場合に使用されたシートデータテーブル９の違いが識
別可能に表示される種類表示部９７と、シート６の種類の違いが識別可能に描かれた種類
記載部４０とが互いに隣接している。このため、ユーザは、Ｓ３６で第二操作キー７の操
作位置が設定される場合に使用されたシートデータテーブル９と、シート６の種類とを容
易に比較することができる。また、ユーザは、種類表示部９７と種類記載部４０とを参照
し、シートデータテーブル９に対応したシート６が操作領域７６に配置されているか否か
を容易に判断することができる。
【００６９】
　例えば、図１１（Ｃ）に示す例では、種類表示部９７の「Ｃ」と、種類記載部４０の「
Ｂ」とが異なる。この場合、シートデータテーブル９２に対応したシート６２が操作領域
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７６に配置されていないことを容易に判断できる。このため、ユーザは、複数のシート６
の中から、種類表示部９７に表示された「Ｃ」に対応する「Ｃ」が種類記載部４０に描か
れているシート６３を探し、操作領域７６に配置することができる。そして、図１１（Ｄ
）に示すように、種類表示部９７の「Ｃ」と、種類記載部４０の「Ｃ」とが同じ場合、シ
ートデータテーブル９３に対応したシート６３が操作領域７６に配置されていることを容
易に確認できる。
【００７０】
　また、種類記載部４０は共通部５９に設けられている。そして、共通部５９はディスプ
レイ２１６に隣接して設けられている。この場合、共通部５９がディスプレイ２１６に隣
接しているので、ディスプレイ２１６を参照しながら共通部５９の第一操作キー５の操作
を容易に行うことができる。よって、ユーザは、互いに隣接している種類表示部９７と種
類記載部４０とを確認してシートデータテーブル９に対応したシート６が操作領域７６に
配置されているか否かを確認しながら、共通部５９の第一操作キー５の操作を容易に行う
ことができる。
【００７１】
　また、操作領域７６には、管理者用の管理キー５６４を含むシート６１が配置可能であ
る（図２参照）。そして、Ｓ４８及びＳ５１（図１３参照）が実行されることで、管理用
の設定情報の変更が受け付けられる。管理者用の設定情報の変更が受け付けられた場合（
Ｓ４８：ＹＥＳ、及び、Ｓ５１：ＹＥＳ）、変更後の管理者用の設定情報がフラッシュメ
モリ２０３に記憶される（Ｓ４９及びＳ５２）。このように、本実施形態では、管理者用
のシート６１を使用して、管理者用の設定情報を変更することができる。
【００７２】
　また、Ｓ４８が実行されることで、シートデータテーブル９の機能の変更が受け付けら
れる。そして、機能の変更が受け付けられた場合に（Ｓ４８：ＹＥＳ）、管理者用のシー
ト６１（図２参照）についてのシートデータテーブル９１とは異なるシートデータテーブ
ル９３の機能が変更される（Ｓ５０、図７及び図１４参照）。このように、管理者用のシ
ート６１を使用して機能を変更する操作を行うことで、シートデータテーブル９３の機能
を変更することができる。なお、シートデータテーブル９３は、シート６３についてのシ
ートデータテーブル９である。シートデータテーブル９３の機能が変更された場合、ユー
ザは、シート６３を継続して使用してもよいし、機能が変更された後のシートデータテー
ブル９３の機能に合わせて新たなシート６を作成して使用してもよい。
【００７３】
　上記実施形態において、第一操作キー５が本発明の「操作キー」に相当する。タッチパ
ッド２０７が本発明の「操作部材」に相当する。シートデータテーブル９が本発明の「シ
ート種類情報」に相当する。フラッシュメモリ２０３が本発明の「記憶手段」に相当する
。Ｓ３６の処理を行うＣＰＵ２０１が本発明の「操作位置設定手段」に相当する。ディス
プレイ２１６が本発明の「表示手段」に相当する。Ｓ３７の処理を行うＣＰＵ２０１が本
発明の「種類表示制御手段」に相当する。シート６１が本発明の「管理用シート」に相当
する。Ｓ４８及びＳ５１の処理を行うＣＰＵ２０１が本発明の「第一変更受付手段」に相
当する。Ｓ４９及びＳ５２の処理を行うＣＰＵ２０１が本発明の「第一変更手段」に相当
する。管理キー５６４が本発明の「管理キー」及び「機能変更キー」に相当する。Ｓ４８
の処理を行うＣＰＵ２０１が本発明の「第二変更受付手段」に相当する。Ｓ５０の処理を
行うＣＰＵ２０１が本発明の「第二変更手段」に相当する。
【００７４】
　なお、本発明は上記の実施形態に限定されるものではなく、種々の変更が可能である。
例えば、種類記載部４０が共通部５９に含まれていたが、これに限定されない。例えば、
共通部５９のシート６の下部に設けられ、種類記載部４０がディスプレイ２１６に隣接す
るシート６の上部に設けられてもよい。また、種類記載部４０と種類表示部９７とが設け
られなくてもよい。入力装置１は印字を行う構成を備えていたが、印字を行う構成を備え
ていなくてもよい。
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【００７５】
　また、Ｓ５０では、管理者用のシート６１についてのシートデータテーブル９１とは異
なる１つのシートデータテーブル９３の機能が変更されていたが、これに限定されない。
例えば、互いに種類の異なる複数種類のシートデータテーブル９の機能が変更されてもよ
い。例えば、シートデータテーブル９３（図７参照）の他に、シートデータテーブル９３
と比較して数字キー７５１「２」の機能が異なり、「「Ｈａｍｂｕｒｇｅｒ」を印字する
機能」に設定されているシートデータテーブル９（図示外、以下、他のシートデータテー
ブル９という。）がフラッシュメモリ２０３に記憶されているとする。そして、Ｓ４７で
数字キー７５１「１」が操作され（Ｓ４７：ＹＥＳ）、数字「１」を表示する機能を、「
Ａｐｐｌｅ　Ｐｉｅ」を印字する機能に設定する設定操作が行われたとする（Ｓ４８：Ｙ
ＥＳ）。この場合、シートデータテーブル９３と他のシートデータテーブル９との両方の
数字キー７５１「１」の機能が数字「１」を表示する機能から、「Ａｐｐｌｅ　Ｐｉｅ」
を印字する機能に変更される。また、複数種類のシートデータテーブル９のうち、ユーザ
によって選択されたシートデータテーブル９の機能が変更されてもよい。この場合、個別
キー７５の機能変更が選択された後に（Ｓ４６：ＹＥＳ）、ユーザの操作によって複数種
類のシートデータテーブル９の中から、機能を変更するシートデータテーブル９を選択す
る処理を追加してもよい。
【００７６】
　また、Ｓ４９において、管理者用のシート６１についてのシートデータテーブル９１の
機能が変更されていたが、これに限定されない。管理者用のシート６１についてのシート
データテーブル９１は変更されず、Ｓ５０において管理者用のシート６１についてのシー
トデータテーブル９１とは異なるシートデータテーブル９の機能が変更されてもよい。
【００７７】
　種類表示部９７は、Ｓ３６で第二操作キー７の操作位置が設定される場合に使用された
シートデータテーブル９の違いが識別可能に表示されればよく、本実施形態のようにアル
ファベットを表示する場合に限定されない。また、種類記載部４０は、シート６の種類の
違いが識別可能に描かれればよく、本実施形態のようにアルファベットを表示する場合に
限定されない。例えば、種類表示部９７の位置を、Ｓ３６で第二操作キー７の操作位置が
設定される場合に使用されたシートデータテーブル９の違いに対応して変更することで、
Ｓ３６で第二操作キー７の操作位置が設定される場合に使用されたシートデータテーブル
９の違いが識別可能に表示されてもよい。また、種類記載部４０の位置を、シート６の種
類の違いに対応して変更することで、シート６の種類の違いが識別可能に描かれていても
よい。
【００７８】
　この変形例について図１５を参照して説明する。図１５に示すシート６４，６５，６６
は種類が異なる。そして、Ｓ３６で第二操作キー７の操作位置が設定される場合に使用さ
れたシートデータテーブル９が異なる。図１５では、シート６４，６５，６６の第一操作
キー５の記載は省略している。シート６４には左後部に種類記載部４０１が設けられ、上
三角マーク４１１（▲）が描かれている。シート６５には、後部中央部に種類記載部４０
１が設けられ、上三角マーク４１２が描かれている。シート６６には、右後部に種類記載
部４０１が設けられ、上三角マーク４１３が描かれている。
【００７９】
　Ｓ３６でシート６４に対応するシートデータテーブル９が使用されて第二操作キー７の
操作位置が設定されると、下三角マーク９６１（▼）がディスプレイ２１６の左下部に設
けられた種類表示部９７１に表示される（Ｓ３７）。Ｓ３６でシート６５に対応するシー
トデータテーブル９が使用された第二操作キー７の操作位置が設定されると、下三角マー
ク９６２がディスプレイ２１６の下部中央に設けられた種類表示部９７１に表示される（
Ｓ３７）。Ｓ３６でシート６６に対応するシートデータテーブル９が使用された第二操作
キー７の操作位置が設定されると、下三角マーク９６３がディスプレイ２１６の右下部に
設けられた種類表示部９７１に表示される（Ｓ３７）。
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【００８０】
　この例の場合、下三角マーク９６１，９６２，９６３が表示される種類表示部９７は、
上三角マーク４１１，４１２，４１３が描かれている種類記載部４０１と隣接している。
このため、下三角マーク９６１，９６２，９６３のそれぞれが、上三角マーク４１１，４
１２，４１３に隣接している場合、ユーザは、シートデータテーブル９に対応したシート
６が操作領域７６に配置されていることを容易に判断することができる。また、下三角マ
ーク９６１，９６２，９６３のそれぞれが、上三角マーク４１１，４１２，４１３と隣接
していない場合、ユーザは、シートデータテーブル９に対応したシート６が操作領域７６
に配置されていないことを容易に判断することができる。なお、例えば、上三角マーク４
１１，４１２，４１３の代わりにアルファベット「Ｂ」、「Ｃ」、「Ｄ」が記載されてい
てもよい。また、例えば、下三角マーク９６１，９６２，９６３の代わりにアルファベッ
ト「Ｂ」、「Ｃ」、「Ｄ」が表示されてもよい。
【符号の説明】
【００８１】
１　　入力装置
５　　第一操作キー
６，６１～６６　　シート
７　　第二操作キー
９，９１～９３　　シートデータテーブル
４０，４０１　　種類記載部
５０、７０　　交換キー
５９　　共通部
９７，９７１　　種類表示部
２０１　　ＣＰＵ
２０３　　フラッシュメモリ
２０７　　タッチパッド
５６４，７６４　　管理キー
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